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大崎市流地域包括ケアシステム特集

　生活スタイルの変化や核家族化が進み、一人暮らしの高齢者が増加傾

向にありますが、いくつになっても元気に生きがいを持って生活するこ

とは、誰もが願うことです。

　いつまでも生き生きと、住み慣れた地域で暮らし続けるために、必要

なことは何か。地域包括ケアシステムを通じて、考えてみませんか。

▲

▲

市内各地で行われてい

る「いきいき百歳体操」。平成

30年8月現在で、100を超える

行政区などで1700人以上の

市民が取り組んでいます。

　写真は、体操を通して、参加

者が健康づくりや交流を楽し

んでいる様子です。

みんなでつくる 
　　　　支え合う

現
在
、
市
の
65
歳
以
上
の
高
齢

者
人
口
は
、
３
万
７
７
７
４

人（
平
成
30
年
4
月
1
日
現
在
）。

人
口
13
万
１
６
９
２
人
に
対
す
る

割
合（
高
齢
化
率
）
は
28
・
7
％
で

す
。

　

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研

究
所
が
発
表
し
た
「
将
来
推
計
人

口
」
に
よ
る
と
、
今
後
も
高
齢
化
率

は
上
昇
。
２
０
２
５
年
に
は
、
市
の

高
齢
化
率
は
30
％
を
超
え
、
約
3

人
に
1
人
が
高
齢
者
と
な
り
ま
す

（
図
1
）
。
医
療
と
介
護
の
需
要
は

さ
ら
に
伸
び
る
と
予
想
さ
れ
ま
す

が
、
担
い
手
不
足
か
ら
、
現
在
の
医

療
と
介
護
の
供
給
体
制
を
維
持
す

る
こ
と
が
難
し
く
な
る
と
見
込
ま

れ
ま
す
。

　

市
が
、
昨
年
度
実
施
し
た
「
日
常

生
活
圏
域
ニ
ー
ズ
調
査
」
で
は
、
回

答
し
た
65
歳
以
上
の
１
３
５
６
人

の
う
ち
、
約
6
割
の
人
が
「
医
療
や

介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
自
宅
で

過
ご
し
た
い
」
と
考
え
て
い
ま
す

（
図
2
）
。

　

こ
れ
か
ら
の
超
高
齢
社
会
で

は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
求
め
る
生
き
が

い
や
心
身
の
状
態
な
ど
に
よ
り
、

高
齢
者
の
生
活
は
多
様
化
し
ま

す
。
ま
た
、
高
齢
者
の
数
が
多
い
と

い
う
だ
け
で
は
な
く
、
一
人
暮
ら

し
や
、
老
々
介
護
の
増
加
、
現
役
世

代
（
生
産
年
齢
者
）
の
人
口
減
少
に

よ
り
、
支
え
る
力
の
弱
体
化
が
懸
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念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
制

度
に
よ
る
画
一
的
な
対
応
や
専
門

職
に
よ
る
対
応
だ
け
で
は
、
住
み

慣
れ
た
地
域
で
過
ご
し
続
け
る
こ

と
は
困
難
で
す
。
そ
の
た
め
、
す
で

に
地
域
で
行
わ
れ
て
い
る
見
守
り

や
支
え
合
い
な
ど
の
助
け
合
い
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

高
齢
者
に
な
っ
て
も
、
住
み

慣
れ
た
地
域
で
生
き
生
き

と
生
活
が
で
き
る
よ
う
、
市
は
、

既
存
の
仕
組
み
を
生
か
し
た
新
し

い
包
括
的
な
支
援
・
サ
ー
ビ
ス
提

供
体
制
（
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
）
の
構
築
を
進
め
て
い
ま
す
。
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
は
、
可

能
な
限
り
、
自
分
ら
し
い
生
活
を

人
生
の
最
期
ま
で
続
け
ら
れ
る
よ

う
、「
住
ま
い
」「
医
療
」「
介
護
」「
予

防
」「
生
活
支
援
」
が
一
体
的
に
提

供
さ
れ
る
仕
組
み
で
す
。

特
に
、
市
で
は
、「
健
康
づ
く

り
」「
自
立
支
援
」「
地
域
づ

く
り
」
を
3
つ
の
柱
と
し
、「
介
護

予
防
」「
医
療
と
介
護
の
連
携
」「
地

域
を
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り
」
に

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
地
域
に
あ

る
さ
ま
ざ
ま
な
資
源
（
宝
）
や
、
既

存
の
取
り
組
み
を
生
か
し
、
地
域

と
医
療
と
介
護
が
一
体
的
と
な
っ

た
仕
組
み
、「
大
崎
市
流
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
を
目
指
し
ま

す
。
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特集国立社会保障・人口問題研究所「将来推計人口・世帯数（平成30年3月推計）」より

高齢者人口と高齢化率の推移（図1）

「自宅」で家族中心に介護を
受けたり介護サービスなど
を利用したい

有料老人ホームやケア
付き高齢者住宅に住み
替えて介護を受けたい

特別養護老人ホーム
などの施設で介護を
受けたい

医療機関に入院し
て介護を受けたい

その他

無回答・無効
…14.4％

75歳以上 65歳以上75歳未満 15歳～64歳 0歳～14歳

高齢化率

2015年

16万人

12万人

8万人

4万人 10％

20％

30％

40％

0人 0％

2035年2025年 2045年

37.5％

19,410人

16,647人

80,184人

17,150人

21,559人

18,674人

71,579人

14,967人

24,708人

22,897人

16,765人

54,822人

11,250人

15,001人

64,850人

13,084人

33.8％
31.7％

27.0％

自分に介護が必要になった場合、どこで過ごしたいか（図2）
大崎市「日常生活圏域ニーズ調査結果」より
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